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▼「
安
保
法
制
廃

止
」「
辺
野
古
新

基
地
建
設
中
止
」

「
医
療
費
削
減
政

策
の
転
換
」「
消

費
税
減
税
」「
原
発
の
な
い
脱

炭
素
社
会
」「
選
択
的
夫
婦
別

姓
」｜

９
月
８
日
に
市
民
連
合

と
野
党
４
党
が
合
意
し
た
20
項

目
の
共
通
政
策
で
す
。
こ
れ
は

９
年
間
の
安
倍
・
菅
自
公
政
権

を
チ
ェ
ン
ジ
す
る
要
と
な
る
政

策
で
す
▼
さ
ら
に
９
月
30
日
、

日
本
共
産
党
の
志
位
和
夫
委

員
長
と
立
民
の
枝
野
幸
男
代
表

が
、政
権
協
力
と
選
挙
協
力
で

合
意
し
ま
し
た
。
政
権
協
力
の

合
意
は
初
め
て
で
あ
り
、市
民

と
野
党
の
共
闘
を
大
き
く
発
展

さ
せ
る
画
期
的
な
も
の
で
す
▼

一
方
で
10
月
4
日
、岸
田
内
閣

が
発
足
し
ま
し
た
。
岸
田
氏
は

総
裁
選
で
も
、憲
法
9
条
改
定
、

原
発
再
稼
働
を
進
め
る
と
公
言

し
、国
政
私
物
化
疑
惑
の
真
相

究
明
に
も
背
を
向
け
て
お
り
、

自
民
党
役
員
人
事
で
も「
安
倍

カ
ラ
ー
」が
は
っ
き
り
出
て
い

ま
す
。「
こ
れ
で
は『
安
倍
・
菅

直
系
内
閣
』と
い
う
ほ
か
あ
り

ま
せ
ん
。
▼
岸
田
氏
は
14
日
に

衆
院
解
散
し
、わ
ず
か
5
日
後

の
19
日
に
総
選
挙
公
示
、31
日

を
投
開
票
と
す
る
意
向
で
す
。

一
カ
月
近
く
、総
裁
選
を
実
施

し
な
が
ら
、国
会
召
集
を
拒
否

し
続
け
、予
算
委
員
会
も
や
ら

ず
に
選
挙
と
は
、あ
ま
り
に
乱

暴
な
や
り
か
た
で
す
▼
岸
田

自
公
政
権
に
厳
し
い
審
判
を
下

し
、政
権
交
代
を
実
現
し
、新
し

い
政
権｜

｜

野
党
連
合
政
権
を

つ
く
る
た
め
に
、み
ん
な
で
力

を
あ
わ
せ
ま
し
ょ
う
。

　

墨
田
区
議
会
定
例
会
９
月
議
会
が
、
９
月
９
日
か

ら
９
月
30
日
ま
で
の
日
程
で
開
か
れ
ま
し
た
。
９
日

に
は
、
山
下
ひ
ろ
み
区
議
が
代
表
質
問
に
た
ち
、「
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
」「
区
民
の
営
業

と
暮
ら
し
を
守
る
施
策
」「
墨
田
区
基
本
計
画
の
改

定
と
区
政
運
営
」
な
ど
に
つ
い
て
、
山
本
区
長
と
加

藤
教
育
長
の
見
解
を
質
し
ま
し
た
。

山
下

新
型
コ
ロ
ナ
「
第
５

波
」
は
、
デ
ル
タ
株
の
影
響

で
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
爆
発
的

な
感
染
拡
大
に
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
自
然
災
害
で
は
な
く
、

や
る
べ
き
こ
と
を
怠
っ
て
き

た
政
治
の
責
任
で
あ
り
、「
菅

政
権
に
よ
る
人
災
で
は
な
い

か
。」
の
声
が
広
が
っ
て
い
る
。

　

わ
が
党
は
、
政
府
の
コ
ロ

ナ
対
策
に
は
、
①
科
学
を
軽

視
し
た
対
応
②
国
民
に
必
要

な
説
明
を
し
な
い
。
③
コ
ロ

ナ
対
応
に
ま
で
、
自
己
責
任

の
持
ち
込
み
。
3
つ
の
致
命

的
な
欠
陥
が
あ
る
と
考
え
る
。

「
第
５
波
」
の
現
状
と
、
菅
政

権
の
コ
ロ
ナ
対
策
に
つ
い
て

の
認
識
を
問
う
。

区
長

菅
総
理
は
着
実
に
、

対
策
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る

と
認
識
し
て
い
る
。

　

と
し
ま
剛
区
議
は
９
月
30

日
の
本
会
議
で
、
令
和
3
年

度
墨
田
区
一
般
会
計
補
正
予

算
に
反
対
す
る
立
場
で
討
論

に
立
ち
ま
し
た
。

　

と
し
ま
区
議
は
「
補
正
予

算
に
は
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症

対
策
や
防
災
対
策
な
ど
、
評

価
で
き
る
事
業
も
あ
る
が
、

問
題
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
交
付
経
費
の
追
加
。」
と

指
摘
。「
こ
の
経
費
は
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
促

進
に
向
け
て
、
窓
口
の
混
雑

緩
和
の
た
め
、
新
た
に
専
用

窓
口
を
設
置
す
る
も
の
。
窓

口
混
雑
の
一
因
に
は
、
マ
イ

雑
に
な
っ
て
い
る
。」
と
現

場
の
実
態
と
か
み
合
わ
な
い

区
の
姿
勢
を
批
判
。

　

ま
た
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
、

社
会
保
障
、
税
、
災
害
対
策

の
3
分
野
に
限
定
さ
れ
、
個

人
情
報
は
分
散
管
理
さ
れ

て
き
た
が
、
デ
ジ
タ
ル
化
に

よ
っ
て
そ
の
対
象
を
更
に
拡

大
し
、
大
規
模
に
個
人
情
報

を
集
め
て
い
く
こ
と
は
、
情

報
漏
洩
や
悪
用
を
防
ぐ
た
め

に
行
わ
れ
て
き
た
管
理
原
則

を
揺
る
が
す
大
問
題
。
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
制
度
を
積
極
的
に

活
用
す
る
姿
勢
は
見
直
す
べ

き
。」
と
指
摘
し
ま
し
た
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
積
極
活
用
す
る
補
正
予
算
に
、

と
し
ま
剛
区
議
が
反
対
討
論

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
持
っ

て
い
る
転
入
者
が
、
持
っ

て
い
な
い
方
よ
り
も
15

分
ほ
ど
手
続
き
に
時
間
が

か
か
っ
て
い
る
こ
と
。
区

が
強
調
し
て
き
た
カ
ー
ド

活
用
に
よ
る
『
効
率
化
』

と
は
逆
に
、
手
続
き
が
煩

幼
稚
園
、
学
校
で
の
集
中
的

な
行
政
的
検
査
も
行
う
べ
き
。

区
長
早
期
に
陽
性
者
を
発

見
す
る
戦
略
的
サ
ー
ベ
イ
ラ

ン
ス
体
制
を
整
え
て
い
る
。

保
育
園
等
で
は
、
感
染
対
策

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等
を
徹
底
さ

せ
、
感
染
者
が
出
た
場
合
、

幅
広
く
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
行

う
。

区
民
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
や
自
己
情
報

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
権
の
侵
害
、
情
報
漏
洩

の
危
険
性
が
高
ま
る

日本共産党 山下ひろみ区議の本会議質問
「
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
爆
発
と
医
療
崩
壊
は
、
菅
政

権
に
よ
る
人
災
だ
」菅
政
権
の
コ
ロ
ナ
対
策
を
問
う

新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
伝
播
の
鎖
を
絶
つ
た
め
に
、

大
規
模
な
検
査
を

山
下
無
症
状
の
感
染
者
を

い
ち
早
く
見
つ
け
、
隔
離
・

保
護
す
る
こ
と
。「
い
つ
で
も
、

ど
こ
で
も
、
無
料
で
」
Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査
な
ど
が
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
す
べ
き
だ
。
保
育
園
、

山
下
教
職
員
と
子
ど
も
た

ち
に
週
２
回
、
公
費
負
担
で

迅
速
な
検
査
を
行
う
べ
き
。

教
育
長
定
期
的
な
抗
原
検

査
で
は
な
い
が
、
宿
泊
学
習

や
体
調
を
と
ら
え
、
抗
原
検

査
キ
ッ
ト
を
活
用
す
る
。

く
ら
し
と
営
業
を
守
る
対
策
の
抜
本
的
強
化
を

山
下
持
続
化
給
付
金
や
特

別
定
額
給
付
金
第
２
弾
を
実

施
し
、
事
業
者
が
営
業
を
継

続
で
き
る
よ
う
固
定
費
の
助

成
、「
家
賃
等
支
援
金
」、「
中

小
企
業
応
援
金
」
を
創
設
す

べ
き
。生
活
困
窮
者
に
対
し
、

様
々
な
支
援
策
を
講
じ
る
こ

と
。
ひ
と
り
親
家
庭
等
に
対

す
る
食
料
支
援
の
実
施
、
食

料
支
援
に
取
り
組
む
団
体
等

へ
の
支
援
を
拡
充
す
べ
き
。

区
長
事
業
者
に
は
、
区
独

自
の
給
付
金
事
業
の
実
施
は

考
え
て
い
な
い
。
生
活
困
窮

者
に
対
し
、
国
の
制
度
で
対

応
し
て
い
く
。
ひ
と
り
親
家

庭
な
ど
に
対
し
て
は
、
フ
ー

ド
バ
ン
ク
の
案
内
、
フ
ー
ド

ド
ラ
イ
ブ
で
集
ま
っ
た
食
品

の
支
援
団
体
へ
の
提
供
を
行

う
。

コ
ロ
ナ
危
機
を
教
訓
に
、
ケ
ア
に
手
厚
い

区
政
の
転
換
を

山
下
命
と
健
康
を
守
る
ケ

ア
に
手
厚
い
区
政
へ
転
換
を

図
る
べ
き
。
合
わ
せ
て
、
向

島
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
廃
止

し
よ
う
と
し
て
い
る
行
財
政

改
革
と
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
を
抜
本
的
に
見
直
す
べ

き
。

区
長
指
定
管
理
者
の
導
入

入
な
ど
民
間
活
力
の
活
用
を

図
り
な
が
ら
、
区
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
に
努
め
る
と
と
も

に
、
医
療
、
介
護
、
保
育
な

ど
各
事
業
者
に
つ
い
て
も
、

国
や
都
の
制
度
を
活
用
し

な
が
ら
、
様
々
な
支
援
策
に

よ
り
処
遇
改
善
に
努
め
て
き

た
。

デ
ル
タ
株
の
も
と
で
の
学
校
の
感
染
対
策
の
強
化
を

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
中
心
は
、「
貧
困
の
克
服
」
と

「
持
続
可
能
な
社
会
」
の
実
現

の
防
止
を
柱
に
据
え
る
こ

と
。
持
続
可
能
な
社
会
で

は
、
２
０
３
０
年
ま
で
の
温

室
効
果
ガ
ス
排
出
の
削
減
目

標
を
50
％
か
ら
60
％
に
設
定

し
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
再
生

可
能
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
組
み

合
わ
せ
を
実
行
す
る
こ
と
。

こ
の
２
つ
を
区
の
基
本
計
画

に
重
視
す
る
必
要
が
あ
る
。

区
長
国
や
都
の
制
度
を
活

用
し
、
格
差
の
拡
大
や
貧
困

の
連
鎖
の
防
止
に
取
り
組
ん

で
い
く
。
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
と

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ

い
て
は
、
区
民
目
線
で
の
実

践
可
能
な
取
り
組
み
を
率
先

し
て
、
推
進
し
て
い
く
。

山
下

貧
困
対
策
に
つ
い
て

は
、
修
学
援
助
の
拡
大
や

生
活
保
護
の
捕
捉
率
な
ど
、

格
差
拡
大
と
貧
困
の
連
鎖

代表質問を行う、山下ひろみ区議（9月9日、区議会本会議場）

党区議団ニュースや区政に対するご意見・ご要望をお寄せください

反対討論を行う、としま区議
（9月30日、墨田区議会本会議場）

新自由主義から脱却し、
ケアに手厚い区政の実現を
新自由主義から脱却し、
ケアに手厚い区政の実現を
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昨
年
の
3
月
か
ら
一
年
半
過
ご

し
た
が
、
私
が
コ
ロ
ナ
患
者
を
何

人
か
発
見
し
た
の
で
、
今
回
書
い

て
み
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
は
陽
性
に
な
る
と
、
全

員
が
入
院
で
し
た
が
、
今
年
に

入
っ
て
か
ら
ベ
ッ
ド
が
不
足
の
た

め
、
入
院
で
き
な
い
人
が
出
て
、

8
月
に
入
っ
て
か
ら
は
原
則
、
在

宅
療
養
に
な
り
、
家
で
死
亡
す
る

人
が
増
え
て
、
社
会
問
題
に
な
り

ま
し
た
。
同
時
に
、
私
た
ち
医
療

機
関
に
勤
め
る
職
員
に
も
感
染
が

広
が
っ
た
。
た
だ
、
死
亡
す
る
人

が
い
な
か
っ
た
の
で
、
私
は
ほ
っ

と
し
ま
し
た
。
在
宅
で
、
呼
吸

器
の
病
気
で
酸
素
を
使
用
し
て
い

た
高
齢
の
女
性
（
80
歳
）
が
最
後

ま
で
食
欲
も
あ
り
、

し
っ
か
り
話
も
で
き

て
い
て
、
夜
間
、
救

急
車
も
呼
ば
ず
に
下

熱
し
た
事
は
一
番
う

れ
し
か
っ
た
。

　

こ
の
頃
、
東
京
で

在
宅
療
養
者
が
入
院

で
き
ず
、
死
亡
し
た
例
が
毎
日
報

道
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
今
年
の
冬

は
、
ま
た
コ
ロ
ナ
が
増
え
て
、
同

じ
こ
と
が
起
き
な
い
よ
う
準
備
が

必
要
。
ま
た
8
月
に
は
初
め
て
老

人
ホ
ー
ム
で
発
生
し
た
コ
ロ
ナ

発
熱
患
者
を
対
応
し
ま
し
た
。
結

局
2
人
で
す
み
ま
し
た
が
、
す
ぐ

に
保
健
所
に
連
絡
し
、
柳
原
病
院

で
対
応
し
て
も
ら
い
集
団
感
染
を

防
げ
ま
し
た
。
認
知
症
の
高
齢
者

は
、
マ
ス
ク
を
付
け
ず
に
部
屋
を

あ
ち
こ
ち
ま
わ
る
の
で
、
保
健
所

の
指
導
も
、
厳
し
か
っ
た
と
施
設

の
方
が
言
っ
て
い
た
。
今
回
70
、

80
代
の
高
齢
の
2
人
の
症
状
は
、

食
欲
が
無
く
な
っ
て
全
然
食
べ
ら

れ
な
い
。
フ
ラ
フ
ラ
し
て
、
そ
れ

か
ら
発
熱
が
あ
っ
て
2
人
と
も
入

院
し
ま
し
た
が
、
元
気
に
戻
っ
て

き
ま
し
た
。
2
人
は
家
族
内
感
染

だ
っ
た
の
で
、
デ
ル
タ
株
の
恐
ろ

し
さ
も
実
感
し
ま
し
た
。

コロナという病気

墨田区議会9月議会で議決された主な議案等と各党の態度

※「立憲墨」は「立憲民主党墨田区議団」、「墨立憲」は「墨田区議会立憲民主党」、「オン」は「墨田オンブズマン」、
　「新す」は「新しいすみだ」、「絆」は「地域連合『すみだの絆』」、「無」は「無所属」の略。

　

子
ど
も
文
教
委
員
会
が
9

月
15
日
開
か
れ
、「
保
育
所

等
整
備
計
画
改
定
の
考
え
方

に
つ
い
て
」
の
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。

　
「
保
育
所
等
整
備
計
画
」

で
は
、
こ
れ
ま
で
保
育
定
数

を
増
や
す
変
わ
り
に
、
公
立

保
育
園
の
民
営
化
が
進
め
ら

れ
て
き
ま
し
た
。
整
備
計
画

　

地
域
産
業
都
市
委
員
会

が
９
月
21
日
に
開
催
さ
れ
、

「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣

言
の
検
討
状
況
」
に
つ
い
て

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
宣
言
は
、「
２
０
５
０

年
二
酸
化
炭
素
排
出
実
質

ゼ
ロ
の
実
現
を
め
ざ
す
『
す

み
だ
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ

２
０
５
０
』
を
宣
言
し
、
区

標
を
掲
げ
る
べ
き
。
区
の
宣

言
案
は
、
２
０
３
０
年
ま
で

の
喫
緊
の
課
題
と
し
て
の
緊

迫
感
・
危
機
感
に
か
け
て
い

る
。
２
０
３
０
年
ま
で
の
削

減
目
標
を
示
し
て
、
区
の
姿

勢
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
必
要
が

あ
る
」
と
主
張
。

　

さ
ら
に
、
高
柳
区
議
は

「
Ｃ
Ｏ
２
の
削
減
は
、
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
と
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
・

促
進
を
柱
に
据
え
る
こ
と
」

が
重
要
だ
と
し
て
、
区
の
具

体
的
な
対
策
に
つ
い
て
提
案

し
ま
し
た
。

温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量

『
実
質
ゼ
ロ
』
を
達
成
す
る

た
め
に
は
、
２
０
３
０
年
ま

で
の
取
り
組
み
が
決
定
的
。

国
連
は
、
２
０
１
０
年
度
比

で
、
Ｃ
Ｏ
２
を
45
％
以
上
削

減
す
る
こ
と
を
提
起
し
て
い

た
ん
凍
結
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
背
景
に
は
民
営
化
の
う

ま
み
が
減
っ
て
き
た
た
め
、

事
業
者
の
な
り
手
が
い
な
い

と
い
う
問
題
も
指
摘
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
間
の
民
営
化

で
は
、
コ
ス
ト
削
減
で
地
域

か
ら
の
食
材
購
入
を
や
め
よ

う
と
し
、
保
護
者
の
反
対
で

撤
回
に
な
る
な
ど
、
民
営
化

の
問
題
点
が
噴
き
出
て
い
ま

し
た
。

　

一
方
で
、
適
正
配
置
と

い
う
概
念
が
強
調
さ
れ
、
今

後
公
立
保
育
園
の
統
廃
合
が

行
わ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
民
間
活
力
の
導

入
も
引
き
続
き
検
討
す
る
と

し
て
お
り
、
文
花
・
梅
若
保

育
園
の
民
営
化
の
ス
ト
ッ
プ

は
今
後
の
論
戦
と
運
動
に
か

か
っ
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

　

改
定
さ
れ
た
計
画
は
11
月

議
会
に
報
告
さ
れ
る
予
定
で

す
。
は
ら
区
議
は
改
定
に
先

立
ち
、「
統
廃
合
あ
り
き
で

な
く
、
保
育
の
質
の
向
上
と

い
う
視
点
を
取
り
入
れ
て
ほ

し
い
」
と
要
望
し
ま
し
た
。

山下ひろみ
区議

はらつとむ
区議

としま剛
区議

区
の『
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
』

　2020年度一般会計と国民健康保険・介護保
険・後期高齢者医療保険の3特別会計の決算を
審査する決算特別委員会が、10月19日（火）
から11月8日（月）までの日程で開かれました。
日本共産党からは、はらつとむ区議、としま剛
区議、山下ひろみ区議が決算委員として論戦
に挑みます。

「
２
０
３
０
年
ま
で
の
Ｃ
Ｏ
２
削
減
目
標
を
明
確
に
し
て

緊
迫
感
・
危
機
感
の
あ
る
も
の
に
」＝
高
柳
区
議
が
主
張

民
・
事
業
者
・
区
が
協

働
す
る
こ
と
に
よ
り
、

脱
炭
素
社
会
の
実
現
に

向
け
た
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
し
て
」
い
く
と
し

て
、
区
長
と
議
長
の
連

名
で
宣
言
す
る
も
の
で

す
。

　

高
柳
東
彦
区
議
は
、

「
２
０
５
０
年
ま
で
に

で
は
、
公
立
保
育
園
は

10
園
だ
け
に
す
る
と
し

て
い
ま
す
。

　

今
回
の
報
告
で
は
、

今
後
の
民
営
化
計
画
を

一
時
ス
ト
ッ
プ
す
る
と

し
て
い
ま
す
。
２
０
２

１
年
以
降
に
計
画
さ
れ

て
い
た
文
花
・
梅
若
保

育
園
の
民
営
化
は
い
っ

決算特別委員会

公
立
保
育
園
の
新
た
な
民
営
化
は
一
時
凍
結
に

一
方
で
適
正
配
置
の
名
で
統
合
も

10月19日（火）

26日（火）

27日（水）
29日（金）

11月1日（月）

2日（火）
5日（金）
8日（月）

説明日（この日の質疑は
ありません）
歳入・総務・諸支出金・
予備費 午後 1：30～
区民生活・資源環境・
国保・後期 午後 3：02～
民生・衛生・介護
 午前 10：00～
産業観光・土木
 午前 11：06～
教育・議会 午後 2：45～
総括 午後 1：10～
意見開陳 午前 10：00～

来年度予算編成に直結
する決算委員会が開会

共産 自民 公明 立憲墨 墨立憲 オン 新す 絆 無 結果

令和 3年度墨田区一般会計補正予算 × 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 可決

旅館業法施行条例の一部を改正する条例 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

墨田区公衆浴場の設置場所の配置及び衛生措置
等の基準に関する条例の一部を改正する条例

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

墨田区保育所等の利用者負担額を定める条例の
一部を改正する条例

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

墨田区立学校の学校医、学校歯科医及び学校薬
剤師の公務災害補償に関する条例の一部を改正
する条例

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

吾嬬立花中学校旧校舎ほか解体工事請負契約 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

土地の売払いについて
（シティハイム墨田の土地等を売り払うもの）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

墨田区教育委員会教育長任命の同意について 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意

墨田区教育委員会委員任命の同意について 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意

出産育児一時金の増額に関する意見書 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

決算特別委員会の日程
（日本共産党の質問時間）

る
。
と
こ
ろ
が
日
本
政
府

の
削
減
目
標
は
42
％
と
低

く
、
も
っ
と
積
極
的
な
目

委員会で意見を述べる高柳区議

委員会で発言するはら区議

保
育
園
の
整
備
計
画
が
改
定
へ

日本共産党すみだ区議団ニュース

保
育
園
の
整
備
計
画
が
改
定
へ


